
船舶事故等調査報告書 

平成２５年１月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２那第１７号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年３月２１日 ０８時１５分ごろ 

発生場所 沖縄県宮古島市長山
ながやま

港南東方沖  

 長山港第６号立標から真方位０９３°１,７４０ｍ付近 

 （概位 北緯２４°４７.５′ 東経１２５°１３.０′） 

事故等調査の経過  平成２４年４月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 民豊
みんぽう

丸、４９８トン 

１３６１５５、開成マリーン株式会社（船舶管理人）、有限会社六

甲船舶（船舶借入人） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に擦過傷及び凹損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、糖蜜約３００ｔを積載し、船長

及び機関長が船橋当直に就き、長山港南東方沖の浅礁域を船首約１.

９０ｍ、船尾約３.３５ｍの喫水及び約７ノットの対地速力で手動操

舵により北西進中、船長が灯浮標の確認に手間取っているうち、平成

２４年３月２１日０８時１５分ごろさんご礁に乗り揚げた。 

 船長は、レーダー及びＧＰＳを作動させていたが、これらによる船

位の確認をせずに航行した。 

本船は、タグボート２隻により引き出され、宮古島市平
ひら

良
ら

港に入港

した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北北東、風力 ５、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期 

 その他の事項 

 

船長は、長山水路を航行することは初めてであり、灯浮標の確認に

手間取り、本船が風により圧流されていることに気付くのが遅れた。

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、長山港南東方沖の浅礁域を北西進中、船長がレーダー及び

ＧＰＳを使用して船位を確認しなかったことから、風に圧流されてさ

んご礁に向けて航行しており、さんご礁に乗り揚げたものと考えられ

る。 



原因  本事故は、本船が、長山港南東方沖の浅礁域を北西進中、船長がレ

ーダー及びＧＰＳを使用して船位を確認しなかったため、風に圧流さ

れてさんご礁に向けて航行しており、さんご礁に乗り揚げたことによ

り発生したものと考えられる。 

 




